
 

 

 

 

 

 

11月 20日、デイケア職員による演奏会が開催されました。 

木曜日の演奏会はとても久しぶりで、新しい利用者様も増えて新

鮮な雰囲気の中始まりました。 

お馴染みの「上を向いてあるこう」から始まり、秋の唱歌「里の秋・

赤とんぼ・小さい秋見つけた・ふるさと・夕焼け小焼け・旅愁・も

みじ」を演奏しました。利用者様は皆様本当に歌うのがお上手で、

すべての曲を元気よく楽しそうに歌われておりました。「小さい秋

見つけた」では前奏と間奏にフルートのソロが入りましたが、歌が

始まる直前までその音色に惹きつけられていた利用者様の表情が

印象的でした。 

 

次は昭和歌謡を演奏しました。「湖畔の宿」ではトロンボーンの合いの手が入る中、先ほどの唱歌

とは違った哀愁漂う雰囲気で皆様歌ってくださり、「東京ブギ」では逆に少し早めのテンポ感で手

拍子も入りながらウキウキワクワクと楽しみました。「二人は若い」では男声チームと女声チーム

に分かれて途中のセリフの部分を掛け合いで歌って頂きました。最後の「東京ラプソディ」ではお

揃い衣装で登場したウエストかしまし娘たちが歌の後にダンスを披露して、会場はここ一番の盛り

上がりを見せました。 

 

たっぷり歌を楽しんで頂いた後はクールダウンも兼ね、トロンボーンのソロ演奏「亡き王女のため

のパヴァーヌ」と独唱オペレッタこうもり、より「私はお客を招くのが好きで」の二曲を聴いてい

ただきました。トロンボーンの情熱的な演奏に聴き入りすぎてじりじりと前に出てこられた利用者

様。演奏が終わると「素晴らしい！」とお声がけ

くださりました。独唱においては、今回女性が男

性の恰好で歌う設定でしたので、いつもと違う

姿に驚かれ、最後まで誰だったが分からなかっ

たと仰る方もいました。 

 

最後は全員で「見上げてごらん夜の星を」を静か

に歌い上げ、演奏会の終わりとなりました。演奏

中の皆様の生き生きした表情と歌声がとても素

敵で、また次の演奏会を考えるのが楽しみにな

りました。     介護職員 杉浦 英恵 
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今年も、残すところあと 1か月となります。すっか

り寒くなってきました。そこで、11月は、あたた

かいおやつを提供したいと思い、パンプティングを

作りました。 

 

パンプティングの歴史は古く、イギリス発祥で、11

世紀から 12世紀頃、余った堅いパンを無駄なく活

用する為に考案された、家庭料理が起源です。 

今回は、牛乳、卵、砂糖を撹拌したプリン液に、ち

ぎったパンを浸して蒸して作ります。 

皆様に行って頂いたのは、容器に入ったプリン液に

パンをちぎって浸すという簡単な作業だったので、

おやつ作りとしては、ちょっと物足りないとの意見

も多くありました。今後

の参考にさせて頂きたい

と思います。蒸し上がっ

て、カラメルソースと粉

糖をかけて出来上がった

パンプティングは、温か

く、『おいしい』『食べ終

わっても甘くてプリンの味が残っている』と大好評で全員完食されて

いらっしゃいました。 介護福祉士 茅根 浩子 
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12 月の行事予定 

・12 月 20日（土） 施設行事 クリスマス演奏会（廿楽施設長） 

・12 月 25日（木） おやつ作り      

                                                                     

年末年始のお知らせ 
12月 31日（水）～1月 4日（日）はデイ

ケアは休業となります。1月 5日（月）～営業再開とな

りますので、よろしくお願いいたします。 


